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特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
は
、
こ
の
法
律

及
び
労
働
者
派
遣
法
そ
の
他
の
労
働
に
関
す
る
法
令

を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、

に
よ
る
労
働
者
派
遣
事

業
の
適
正
な
実
施
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
一
八
条
第
三
項
関
係
）

８

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経

過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
令
和
元
年
十
月
十
一
日
か
ら
同
月
十
四
日
ま
で
の
間
の

暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害

並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す

る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
一
七
一
号
）

（
内
閣
府
本
府
）

１

令
和
元
年
一
〇
月
一
一
日
か
ら
同
月
一
四
日
ま
で
の

間
の
暴
風
雨
及
び
豪
雨
に
よ
る
激
甚
災
害
に
つ
い
て
の

災
害
の
期
間
を
令
和
元
年
一
〇
月
一
一
日
か
ら
同
月
二

六
日
ま
で
の
間
に
改
正
す
る
こ
と
と
し
た
。

２

当
該
激
甚
災
害
に
対
し
、
土
地
改
良
区
等
の
行
う
湛た
ん

水
排
除
事
業
に
対
す
る
補
助
等
を
適
用
す
る
こ
と
と
し

た
。

３

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
通
貨
の
単
位
及
び
貨
幣
の
発
行
等
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
政
令
第
一
七
二
号
）（
財

務
省
）

１

令
和
二
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
及
び
東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を
記
念
す

る
た
め
発
行
す
る
一
〇
〇
円
の
貨
幣
、
五
〇
〇
円
の
貨

幣
、
一
、
〇
〇
〇
円
の
貨
幣
及
び
一
万
円
の
貨
幣
の
素

材
、品
位
、量
目
及
び
形
式
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
別

表
第
一
関
係
）

２

１
に
掲
げ
る
記
念
貨
幣
の
発
行
枚
数
を
、
一
〇
〇
円

の
貨
幣
は
七
、
八
九
八
万
枚
に
改
め
る
こ
と
と
し
、
五

〇
〇
円
の
貨
幣
は
八
〇
〇
万
二
、
〇
〇
〇
枚
と
す
る
こ

と
と
し
、
一
、
〇
〇
〇
円
の
貨
幣
は
一
三
一
万
二
、
〇

〇
〇
枚
に
改
め
る
こ
と
と
し
、
一
万
円
の
貨
幣
は
一
二

万
三
、
〇
〇
〇
枚
に
改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
三

関
係
）

３

１
に
掲
げ
る
記
念
貨
幣
の
う
ち
独
立
行
政
法
人
造
幣

局
が
販
売
す
る
も
の
の
販
売
価
格
を
、
一
、
〇
〇
〇
円

の
貨
幣
で
九
種
類
の
形
式
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
を
容

器
に
組
み
入
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
貨
幣
の
価

額
七
万
九
、
一
七
三
円
に
消
費
税
を
加
え
た
八
万
七
、

〇
九
〇
円
、
三
種
類
の
形
式
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
を

容
器
に
組
み
入
れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
当
該
貨
幣
の

価
額
二
万
六
、三
九
一
円
に
消
費
税
を
加
え
た
二
万
九
、

〇
三
〇
円
、
一
万
円
の
貨
幣
で
三
種
類
の
形
式
、
一
、

〇
〇
〇
円
の
貨
幣
で
一
二
種
類
の
形
式
、
五
〇
〇
円
の

貨
幣
で
二
種
類
の
形
式
及
び
一
〇
〇
円
の
貨
幣
で
二
〇

種
類
の
形
式
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
一
枚
を
容
器
に
組
み
入

れ
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、当
該
貨
幣
の
価
額
六
二
万
七
、

二
七
三
円
に
消
費
税
を
加
え
た
六
九
万
円
と
す
る
こ
と

と
し
た
。（
別
表
第
四
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
等
に
関
す
る
主
権
的

権
利
の
行
使
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
（
政
令
第
一
七
三
号
）（
農
林
水
産
省
）

１

外
国
人
の
漁
業
等
の
許
可
に
係
る
入
漁
料
の
額
は
許

可
を
受
け
た
外
国
人
が
当
該
許
可
に
基
づ
き
採
捕
す
る

こ
と
が
で
き
る
水
産
動
植
物
の
数
量
に
入
漁
料
単
価
を

乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
と
と
も
に
、
入
漁
料
を
減
免
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五

条
関
係
）

２

外
国
人
の
試
験
研
究
等
の
た
め
の
水
産
動
植
物
の
採

捕
の
承
認
等
に
係
る
手
数
料
の
額
を
九
、
六
〇
〇
円
と

す
る
と
と
も
に
、
手
数
料
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る

場
合
等
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
の
施
行
に
関
し
、
必
要
な
経
過
措
置
を
定

め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
二
項
関
係
）

４

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
。

◇
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る

政
令
（
政
令
第
一
七
四
号
）（
厚
生
労
働
省
）

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
二
四

号
）
の
施
行
期
日
は
令
和
二
年
六
月
一
日
と
し
、
同
法
附

則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
期
日
は
令
和
四

年
四
月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
十
二
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
六
十
一
号

行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

行
政
書
士
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
寄
与
し
、
あ
わ
せ
て
、」を
「
寄
与
す
る
と
と
も
に
」
に
改
め
、「
利
便
」
の
下
に
「
に
資
し
、
も
つ
て
国

民
の
権
利
利
益
の
実
現
」
を
加
え
る
。

第
十
三
条
の
三
中
「
組
織
的
に
」
及
び
「
共
同
し
て
」
を
削
る
。

第
十
三
条
の
八
第
一
項
中
「
共
同
し
て
」
を
削
る
。

第
十
三
条
の
十
九
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

社
員
の
欠
亡

第
十
三
条
の
十
九
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同

条
第
二
項
と
す
る
。

第
十
三
条
の
十
九
の
四
を
第
十
三
条
の
十
九
の
五
と
し
、
第
十
三
条
の
十
九
の
三
を
第
十
三
条
の
十
九
の
四
と
し
、

第
十
三
条
の
十
九
の
二
を
第
十
三
条
の
十
九
の
三
と
し
、
第
十
三
条
の
十
九
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
行
政
書
士
法
人
の
継
続
）

第
十
三
条
の
十
九
の
二

行
政
書
士
法
人
の
清
算
人
は
、
社
員
の
死
亡
に
よ
り
前
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
に
至

つ
た
場
合
に
限
り
、
当
該
社
員
の
相
続
人
（
第
十
三
条
の
二
十
一
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
会
社
法
第
六
百
七
十

五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
百
八
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
社
員
の
権
利
を
行
使
す
る
者
が
定
め
ら
れ
て
い

る
場
合
に
は
そ
の
者
）
の
同
意
を
得
て
、新
た
に
社
員
を
加
入
さ
せ
て
行
政
書
士
法
人
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
の
二
十
一
第
二
項
中
「
若
し
く
は
第
六
号
又
は
第
二
項
」
を
「
か
ら
第
七
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
注
意
勧
告
）

第
十
七
条
の
二

行
政
書
士
会
は
、
会
員
が
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
、
規
則
そ
の
他
都
道
府
県
知
事

の
処
分
に
違
反
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
会
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
会
員
に
対
し
て
、

注
意
を
促
し
、
又
は
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
六
月
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
行
政
書
士
法
人
の
継
続
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
前
に
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
行
政
書
士
法
第
十
三
条
の
十
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

解
散
し
た
行
政
書
士
法
人
は
、
同
日
以
後
そ
の
清
算
が
結
了
す
る
ま
で（
解
散
し
た
後
三
年
以
内
に
限
る
。）の
間
に
、

そ
の
社
員
が
当
該
行
政
書
士
法
人
を
継
続
す
る
旨
を
、
そ
の
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
の
属
す
る
都
道
府
県
の
区
域

に
設
立
さ
れ
て
い
る
行
政
書
士
会
を
経
由
し
て
日
本
行
政
書
士
会
連
合
会
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
行
政
書

士
法
人
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
務
大
臣

高
市

早
苗

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
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